










要約：将来の長い小児がん患者が主体的に病気を克服し生き抜くためには病名を知らせ、

小児といえども医療の場に患者を参加させることであると考えて数年前から、医師、看護

婦、養護教員、患者家族、からなる会をバックアップの組織として試行錯誤の告知運動を

はじめた。今のところまだその成果をはっきりと知ることはできないが、スタッフ不足で

チーム医療を行いにくい条件の悪い国立病院でもいわゆる「受け皿がない」という理由で

告知をしないという消極的な医療体制は改変する必要がある。小児がん告知の経験からチ

ーム医療の要はスタッフ間のコミニケーションであることを痛感した。また、告知は小児

でも終末期にいたるずっと以前に行われることが患者へのデスエデユケーションの自然な

過程として必要であると感じた。本研究はそれらの活動報告である。


